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-英語に回帰したゲルマン系の語詞-

永野芳郎

インド・ヨーロッパ語族(以下「印欧語族」と略記)に属し,ヨーロッパ地

域に行われる諸言語を語派別にまとめると,およそノミルト・スラグ,ゲルマン,

ロマン,ケルトとなる。そのうち第2,第3の二つが直接この論考に関係する。

すなわちゲルマン語特有の語詞のあるものがロマン語圏に借入され,そこでロ

マン語的な修飾と改変をこうむり,さらに再びもとのゲルマン語圏に借入され

るという現象"これを「回帰」(retour)と呼ぶことにする。つまり,この小

論の意図は隣接する二つ(あるいは時としてそれ以上)の言語または語派が接

解するときに起りうる,語詞の比較的特殊な貸借の結果を「回帰」という形で

とらえようとしたことである。従来,史的言語学ではこうした形での語の借用

の考察は,折にふれて注意される程度のものであって,まとまった研究は行わ

れていないと云えよう。筆者の蒐集したその種の英語借入語の数は,ほぼ150

になるけれども,ここでは多少の例外はあるものの,比較的使用度の高いもの

50語に限定して,各々のたどった変化のあとを観察することにした。その場合,

印欧比較言語学の成果をできるだけ簡明に織りこむことによって,各語の同系

性を巾広く証明しようと試みた。

一般的に云えば,借用(borrowing)は二つの民族間の征服や友交関係が大き

な原動力となって,文化の高い側からそうでない側へ,また新しい概念や事物

が伝達されるとき生じる言語現象である。この意味では,借用は言語文化史を

成立させる諸要素の中でも,もっとも重要なものの一つなのである。この論考
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が直接かかわるゲルマン,ロマン両民族の舞台となった時代的背景は,(西)

ローマ帝国の分裂崩壊(5世紀終り)前後から近世にかけてのおよそ10数世紀

間である。

さて,古代のゲルマン民族が多数の部族国家からなり立っていたことは,ロー

マの史家タキトゥスの『ゲルマーニア』(Ggの形α乃彿)が伝えるところである。

これはこの民族がケルト,イリュリアなどの先住民族を圧迫南下して,ローマ

帝国と接解するようになった紀元後1世紀あたりのことである。言語的に見る

と,東ゲルマン語群(ヴァンダル,ブルグンド,東西両ゴートの話語),西ゲ

ルマン語群(アングル,サクソン,アレマン,フランクの諸語),北ゲルマン

語群(デンマーク,ノルウェー,スウェーデンの諸語)の三つに大別される。

しかし375年にフン族(アジア系遊牧騎馬民族)の西進に押されて,いわゆ

る「ゲルマン民族大移動」がはじまった。その結果,東ゲルマン語の民族が移

動し,中でも酉ゴート族が王国(415頃～711)を築いたのはイベリア半島であ

った。次に西ゲルマン人はブリタンニアそして特にガリアを自らの新天地形成

の中心とした。なお北ゲルマン人の各地への移動は9世紀以降であった。

このような結果,当然問題となるのはそれらの地域の,推定される言語情勢

である。まずイベリア半島に関しては,『スペイン語のゲルマン語要素は,信

じられるところでは,半島における西ゴート族の支配から概して生じたもので

はないように見える。侵入者の数は大きな影響を与えるには比較的少なかった。

‥‥一般的に云えることは,スペイン語がとり入れた僅か100そこそこのゲル

マン語詞は,大部分西ゴート族の支配より古く導入されたものである。つまり

ローマ帝国の分裂に先立って,それらは俗ラテン語に融合してしまった。そし

てそのために,スペイン語のみならずまた他のすべてのロマン話語の中に我々

はそれらを見出すのである。』《Parecequeloselementosgerm丘nicosdel

espa員01noproceden,engeneral,deladominaci6nvisigodaenlaPenhsula,

COmOpudieracreerse:elndmerodelosinvasoreserarelativamenteescasopara
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influirmucho;.‥Engeneral,puededecirsequeelcentenarescasodepalabras

germ云nicasqueempleaelespa員01es,engranparte,deintroducci6nm云san-

tiguaqueladominaci6nvisigoda;Seincorporaronallatinvulgarantesdela

desmembraci6ndelImperio,ypOreSOlasvemosnosol6enelespa丘01,Sinoen

todoslosotrosromances.〉一R.Men6ndezPidal,MbnualdeGYUmdtica

月海がrGα且坤α加わ,pp.19～20.他方ガリア地方では情勢は初期と後期とでは

異なっていたと云える。5世紀末,クロヴィスが全域を支配するフラソク王国

(メロヴィング朝)を築いた当初は,北部地方は完全にゲルマン語化されたけ

れども,彼自身カトリック教徒となって以降は,フランク族の言語ほ次第にロ

マン語に道をゆするようになり,その後のフランス語の形成に直接参与するこ

となく,主に人名,地名や語彙に往時の存在の影を落すのみとなった。他のロ

マン語域についても,ほぼ同じことが云えるであろう。『全体的に見れば,ロ

マン語の言語的実体に対するゲルマン民族の影響は驚くほど僅少である-動

員されたゲルマン人の兵力と多様性,そしてゲルマン人によって終結にみちび

かれたローマ帝国の政治的,軍事的破局の規模と,その影響とを比較するなら

ばである』"ImganzengesehenistderEinflussderGermanenaufdie

sprachlicheSubstanzdesRomanischenerstaunlichgerlng,Wennmanihnzur

StえrkeundVielfaltdergermanischenMenschenaufgebotsundzumAusmass

derdurchdieGermanenvollendetenpolitisch-militえrischenKatastrophedes

ImperiumRomanuminVergleichstellt・"TH.Lausberg,Romanische哉加-

C血相短冊混血画,I,S.44.ゲルマソ語がこのようにして全面的にロマソ語の前に

屈した最大の理由は,何といっても後者がラテン文化の媒体として,ほとんど

絶対的な強さを有していたからである。

ゲルマン語詞借入の個々の動機は何であれ,ロマン語はそれを次第に同化し

て行った。その同化がほとんど完成したときに起きたのが,「ノルマソ人の英

国征服」(TheNormanConquest:1066年)であった。これをきっかけとして,
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他の生粋のロマン語と共に,英語語彙の一部となったその種のものは数少くな

い。起源的には英語と同系の他のゲルマン語方言から出発したにもかかわらず,

それらはいわばロマソ語の洗礼をうけ,文化的威信を身につけて入来したと云

えるのである。

下記に用いた略語は-

*=再横形に附されたしるし

古=古期,中=中期

低=低地,高=高地

西=スペイン語,伊=イタリア語

ボルト=ポルトガル語

ノルド=共通語時代(10世紀まで)の北ゲルマン諸語

1)ambassador14世紀の間に借入された中英の語形はambass(i)atour,em-

bassatour,Tdourなど様々である。他方,借用のもととなった(古)仏am-

bassadeur(プロヴァンス方言ambaissador)は古西ambaxador(-Ⅹ-は[Ⅹ]の音。

現ambajador)と共に,伊ambasciatoreからさらに借入されたもの。この段階

で措定される(中期)ラテン形は*ambactiat6rem,動詞形は*ambactiare「使

いに行く」である。そして16世紀の英語に借用されたembassyの源となる

ロマン語の諸形が,上記のものの基となっていることがわかる。この語の釆源

であるロマン語諸形は古仏ambassee,-aX6e(プロヴァンスambaissada),古

西ambaxada,伊ambasciataであって,文証される中ラテン形はambactia,

ambaxia「使い」,そしてその動作主名詞はambactus「使いの老;臣下」であ

る。

さて,他方ゲルマン語圏には,同じく「使いの老」を意味する同系語として,

古くはゴートandbahts,古英ambeht,古高独ambaht(>現独amt「役職」),
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古ノルドembaettiなどが存在した。上掲のラテンambactusがこれらのゲルマ

ン諸形と音韻的にも対応(特にラテンC[k]=ゲルマンh[x])するところから,

全体的な起源はゲルマン語系ではないかと一応は考えられうる。しかし,この

考え方を動揺させるような文献に,我々の注意がひかれることになる。すなわ

ち,ローマ帝国の戦略に関するカェサル(GaiusJuliusCaesar前100-44)の『ガ

リア戦記』(DejおIloGallico,Vi,15)にある一文である:"AmbactusapudEn-

niumlinguaGallicaservuSappellatur"「ambactusとはユンニウスによれば,

ガリアの言語では召使いの呼称なり」と(ェンニウスほローマの大詩人)。

上記『ガリア戦記』(全8巻)の成立が紀元前58年にはじまって,史的信頼

性の高いこと,次に古代ローマ時代にガリ7人と呼ばれていたケルト民族は,

すでにゲルマン民族侵入以前の前7～4世紀に,西ヨーロッパ全土を支配した独

自の文化の担い手であったこと,最後にゲルマン語派で最古の文献(ウルフィ

ラ訳聖書の断片)を有するゴート語でさえも,紀元後4世紀あたりのものでし

かないこと-これら諸点の考量結果は,今問題の語の起源がケルト語に存す

る旨を,明確に示唆することになろう。たとえば,ウェールズ語amaeth「農

夫,農奴」にその面影を伝えることになる,上のラテン語から再構可能な原ケ

ルト*ambactusは*amb(i)-「まわって」+*ag-「退いたてる」(→ラテンagere,

過去分詞actus)と分析できる。つまり,「追い立てまわされる者」の原義はそ

の後文化の時間,空間の変動を通過して,現在の意味に変ったことになる。意

味論の面からすれば,「意味の向上」の一例である。以上のことがらを,借用

の回帰として整理してみると,ケルト→ロマン→ゲルマン→ロ~マン→ゲルマン

(英)という図式になるであろう。ただし,この場合ケルト語は原点に復帰す

るだけの力を遂にもたないのである。

2)array13世紀に登場したアングロ・ノルマン語形araiほ「衣装」を主に

意味したが,その後は「隊列,配置」といった軍事用語となる。古仏arei
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(>現arroi)をはじめとして,プロヴァンス方言arrei,伊arredoなどの名詞

形は古仏areer,プロヴァンスarezar,伊arredareなどからの「逆成」(back-

formation)である。これらから措定されうる共通ロマン語形は*arred畠re「整

える」である。この語形は分析すれば,ロマン(ラテン)接頭辞ar-<ad一十ゲ

ルマン語基*raid-「整った,支度できた」十一are(ロマン動詞接尾辞)の諸要素か

ら成り立っていることがわかるが,意味の重心は何といっても,そのゲルマン

語基にある。ここに見られる共通ゲルマン語形は,古英(ge)ra∋de(>中英

irede>現英ready),中高独gereit(→現bereit),古ノルドreibr,ゴート

garaipSなどのように「用意のできた」という共通の意味を有しつつ,個別的

な発現の仕方をとる。要するに,arrayはロマン,ゲルマン双方の混成語

(hybrid)起源なのである。

ところで,英語にはCurryfavor「(人の)きげんをとる」という慣用句があ

るけれども,この動詞curry「(馬に)櫛をかける」(13世紀借入);「(なめし

皮を)作る」(15世紀)の起源をたどってみよう。古仏correier,プロヴ7ン

スCOnrear,西correar,伊corredareなど,基本的にはすべて「整える,準備

する」を意味する。そしてこれらから求められる共通ロマン語形は*con-

redareである。一見すればすぐ気づくように,arrayの祖形とは接頭辞が異な

るにすぎない。共通ゲルマン語形*gar記djan=*ga一(強意の接頭辞)+*raid-「支

度できた」-トjan(作為動詞接尾辞)をそっくりそのままモデルにして作られた

のが*con-red一豆reなのである。語詞の借用に際しては,この種の「敷き写し」

(フランス語でCalque)は意外に数多いのである。この第2項でとりあげた二

語に関する限り,ゲルマン語とロ・マ∵/語の交流を促した文化的条件は,少くと

も同じ水準にあったのではないかと思われる。なおこの項の回帰のモデルはゲ

ルマン→ロマン→ゲルマン(英)。

3)balconyl7世紀にイタリア語のbalconeを借入したもの。仏balcon,西



CommentariolumEtymologlCum 63

balc6n,ボルトbalcえ0もまたそうである。もとの伊balconeにおける-Oneは

周知のように,「拡大,大」を意味する接尾辞(例:libro「本」～librone「大

きな本」)であるから,問題になる部分はそれを除去したbalco,あるいは現

用のpalco「床,床板,足場」である。そしてこれ自体がゲルマン語からの借

用であることが判明する。すなわち,古高独balchoまたはpalcho(>現独

balken),古英balC(>現balk),古ノルドbjalki(>スウェーデンbizelke,デ

ンマークbjelke)などはすべて「角材,はり板」の義であって,これによって

再構される共通語形は*balkon「板材」となる。さらに,この意味を有する語

形はゲルマン語域を超えて,印欧語族の他の語派に対しても求めることができ

るであろう。基通印欧語形*bhelg-の具体的発現として,たとえばギリシア

ph丘lagx(-gX=nX)「(古代の)方陣軍勢;指(または址)骨」は原義「角材」

のかなり比喩化されたものであり,ラテンfulcire「支える」,fulcimen「支え」,

fulcrum「台架」は未だ具象的な意味を残す(後者は*bhelg-の母音度(vowel

grade)ゼロに接尾つきの*bhlk-y0-から構成されたもの)。印欧語比較研究の

成果によって,この程度の関係づけは学問的には標準ともなっているけれども,

少なくともbalconyとbalkとの間には,今ではもう超えられない断絶ができ

てしまっているのである。回帰のパターンは前項に準じる(以下の項では,同

じ/くターンの場合に附言を省く)。

4)banish14世紀に古仏動詞(不定詞)banir「追放する」の現在語幹

baniss-ほ中英以降でbanishとして受け入れられた。abolish,丘nishなども同

様の扱いによってできた語形である。同義の伊bandireなどと共に再模される,

通俗ラテンないしは共通ロマン語形は*bannireとされ,語幹部がゲルマン要

素の*bann-である。古英gebann(>現英ban),古高独pan,ban,古ノルド

bannなどとして文証されるもので,「有罪を公言する,兵士を召集する,追放

を宣言する」などといった封建時代の習わしをあらわした語である。上掲の伊
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bandireの過去分詞形から,名詞に転用されるようになったbandito「禁止され

た者」は「盗賊」の義である(なお現英banditは仏語系)。ところで,「禁令」

とか「追放」とかいった古い封建社会の概念を負わされているのがゲルマン語

要素*bann一ではあるが,我々は更に進んで,その根源的な印欧語の概念に及

ぶ必要があろうかと思う。ここにおいて対応する再構形*bha一に附せられる意

味は「言う,告げる」で,ラテンfari,ギリシアphdnaiにその規則的な再現

を見出し,ギリシアphdne「音」もまた異形にすぎない。このことから,ゲル

マン語はその語根に対して「罪を公言する」という意味的制限を加えたことも

わかるのである。

5)bank仏banqueが15世紀に借入。この原義の「ベンチ,テーブル,カウ

ンター」が伊,西bancoの語形に保たれ,意味の特殊化した「両替商人のテー

ブル,カウンター」→「銀行」が同じ両言語で,bancaとして分化しているこ

とは周知のとおりである。ところで,こうしたロマン語の来源はゲルマン語

*bankon「土手(のように長く盛り上ったもの)」で,古ノルドbakki(スウェー

デンbacke,デンマークbakke「丘」1,古英bancaなどのように再現される。

この形態と意味が起点となって,二次的に比喩の作用を介して,構成されたの

が*bankizであった。-iz(i語幹という)は語幹母音の音色を/a-rナae一一→e/と

変える(母音変異:ドイツ語でウムラウト)と同時に,子音/k/を目蓋化する

ことによって,古英にはすでにbent(tは[tJ]の音)の形が存在した(>現英

bench)。「ベンチ」の原義は「土手のように長く盛り上った腰掛け」である。

「土手」～「腰掛,ベンチ」～「銀行」の意味的なつながりは,今では話し手の

意識の彼方に消え去ってしまっている。

6)bargainl4世紀に古仏bargaignier「値切る;躊躇する」(後者の意味は現

仏barguignerに保存)が借用されたもの。プロヴァンスbarganhar,伊(古)
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bargagnareの諸形を経て,中ラテンbarcani豆reにまでさかのぼると,こうし

た形はゲルマン語要素をふくむことがわかる。すなわち*borganjan<*borgan

であって,古高独borgen「いたわる」を経て現独(同形)「掛けでやりとりす

る;借りる」,あるいは古英borgian「信用借りをする」(>現英borrow「借り

る」)となって再現している。さて,この語の源は共通ゲルマン*bhergh-であ

る。原義は「かくす;守る」とされ,特に「自己の利益を守る,いたわる」と

いう行為が「貸借する,値切る」という意味の変化を招いたことは十分に明ら

かである。さらに,この「守る」の観念は「人民を守る」ために築かれた,古

代ゲルマンの都市をあらわす語,英borough(<古英burg,burh),独burgな

どの核心となっている。上に原義として掲げた「守る」はまた「かくす」とは

決して異質の行為ではない。母音度ゼロの形*bhrgh-は*burgjanを経て,古

英byrganとなり現英bury「埋める」を生じたことを最後に附記しておこう。

7)belfrey「鐘楼」中期英語で最初借用されたときの語形はberfreyであ

る。釆源は下に記すように,ゲルマン語から借用された古仏berfreiである。

他方,古仏にはbelfreiという語形も存在したが,これもゲルマン語由来の中

期ラテンbelfredusからの借用である。このラテン語形で注意すべきことは,

*berfredusとして受け入れるべきところ,この語にふくまれる近接した二箇

の音素!r/のうち最初のものが/1/に「異化」(dissimilation)を起している点で

ある。異化の原因はひとえに発音の窓意性に帰せられるのであって,上の中期

ラテンと古仏の両形も,それによってもとのゲルマン語形の意味するところと

は,差が生じたとは云えない。

さて,来源として措定される形は*bergfrib-(>古高独bergfridなど)で,

一見して明らかに複合語である-*bergan(<*bhergh-「守る」(>古英

beorgan,古高独bergan)+*friI,uZ「平和」。つまり,この意味は「(敵の襲来

から守る)見張り塔」であった。このような軍事施設は英国征服(1066年)当
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時のノルマソ・フランス軍にすでに存在したと考えられる。しかし15世紀に伝

わった仏語の別形belfreiに対しては,庶民の通俗語源解釈(folketymology)

が働くことになった。be1-の部分はbellの連想を呼び起したのである。その後

は`bell-tOWer'の意味に接近したのである。

8)blank15世紀に仏語のblancの借用。同系のプロヴァンスblanc,酉blan-

CO,ボルトbranco,伊biancoなどを基にするロマン語祖形は*blancusである。

これは転じてゲルマン鴇lankazからの借用であって,古高独blanc「白い,輝

く」として文証される。しかし,その他の古いゲルマン諸語では,この色彩語

はしばしば転用されて,たとえば古英blancaは「馬」を,古ノルドblakkrは

「青白い;馬」をそれぞれ意味していた。「馬」の場合は勿論「白馬」のこと

を指す。ロマン諸語がわざわざゲルマン語から,「自」を意味する語を借入し

たのほ,そうした語を所有しなかったからではない。ロマン諸語の祖語である

ラテン語には,albus「白い」が確実に存在したのである。しかしながら,敢

えてゲルマン系の語を借入した理由は何であろうか。同じ「白色」をあらわす

にも,ラテン語本来のものは,どちらかと云えば「灰白色,蒼白」であったの

に対し,ゲルマン系のものは「輝くような白色」のニュアンスを有していたか

らである。ゲルマン語*blankazはさかのぼれば,共通印欧語*bhel-「光り輝

く;燃える」に発するのである。序いでながら,この語根の「燃える」の意味

から,ゲルマン語には*blakaz「燃えた」が構成され,これは古英にbl把C「黒

い」という色彩語をもたらした。現英blackはその結果である。したがって,

意味的に全く正反対のblankとblackとが遠くは印欧基語の同一語根から派出

した,いわば二重語(doublet)であるのはまことに奇異である。

9)blond15世紀に仏blondを借入したもの。伊biondo,西blondoなどの形

を生じたもとの形は中期ラテンblondus,blundusであって,ゲルマン語から
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の借用であるとされる。おそらくゲルマン民族に特徴的な,頭髪の黄金色をあ

らわす語であっただろう。ただし文証されてはいないが,たとえは古英には複

合語として,blanden-feax,blonden・feaxが見出されるH"p記rWearO

Ongenbiowecgumsweorda,blonden:如aonbidwrecen・"「そこで白髪のオン

ゲンシーオウは釦の刃によって窮地に落し入れられた」(β跡肌斬2962)。この

場合一応は「白髪の」と訳されるblonden-fexa(=feax「髪」)の前半はいかに

もblondの直系古語の感を抱かせるけれども,blondenはblandan「混ぜる」

の過去分詞で,「混色の」が字義どおりである。およそ人間の色彩感覚なるも

のは,正確に言語に定着させるには,極めて困難である。微妙な色彩のニュア

ンスの表現には,「温色」は物理的に最も適切ではなかろうか。上のβ抑肌財

の例では,「金髪」に「白髪」が混合した状態をあらわすと見てよい。

ここで附言すべきこととして,blondとblend「混ぜる」(<古英blandan)と

は全く無関係な語のように見えるけれども,ともに印欧基語の*bhel-「輝く;

燃える」から派生していることである(前項blankを参照)。特にblendは本

来「目もくらむような輝き→混乱」という意味変化をたどった,視覚印象にか

かわる語であったのである。

10)blue13世紀の中英の形はbleu,blew(e)などで,古仏bleuの借入。プp

ヴァ/スblau,blava,古西blavo(現在はazulに代る),伊(方言)biavo(blu

が標準)の同系語をもとに再構される共通ロマン語形は*bl畠VuSで,ゲルマン

基語*blewaz(<接尾異形*bhle-WO-)を受入れたもの。これは古英bl畠Wen,

古高独blao(>現blau),古ノルドbldr(これより英方言blae)などの諸形とし

て再現されている。ところで,こうした語に与えられていた意味は「葉っぱい

青,鉛色」のことで,ゲルマン民族の故地,北欧の空色であり,地中海的なそ

れとは異質である。しかし,これらのゲルマン語諸形も遠くさかのぼれば,や

はり*bhel-「輝く;燃える」という印欧祖語に発していることがわかる。ちな
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みに,この語根はラテン語に鮎vus「黄または黄金色の」を派生させた。これ

によって,同じ語根にふくまれる概念でも,自然環境を異にする民族集団ごと

に,かなりの改変が行われたことが注意されるであろう。

この項を結ぶに当り,上掲の印欧語根によって総括される英語の「単語家族」

(wordfamily)は,基本語彙を集合させて見ても,ざっと次のとおりとな

る--一一black,blank,blaze,bleach,bleak,blench,blend,blind,blond,blushおよ

びname(ラテン系)など。

11)breachこの語は一見すれば,動詞breakに対する「正統的な」名詞形

の感を人に与える。しかし外見のみでは正当な判断はできない。古英では動詞

brecanに対する名詞はbryce,そして中英ではbrekenに対してbrucheが本

来のものとして存在していた。この後者の母音字-u-は正統的には/u:/と/i:/

との中間音として,/y:/の音をあらわしたが,後に/i:/と合流した。もしそれ

以降そのままの発達をしたならは,*briche[braitJ]のごとき形と音を現英にも

たらしていたことであろう。ところが実態は違っていた。古仏brとcheの借入

がそうした自然な流れを中断したのである。この語はひるがえって,それ自身

ゲルマン語からの借用である。古高独brecha(<ゲ/L/マン共通形*brecho)に

類する語形がその来源である。借入仏語brとche[bre:tJ〇]の開母音/e:/ほ中英

ではeaという綴りであらわされていたが,近世英語を特徴づける「母音大推

移」(GreatVowelShift)の一一環として/e:/を経て/i:/の音に変った--すなわ

ち,breachlbri:tJ]である。このように音形は変ったとしても,意味の核心は

古英以来連綿と続いている,と見るべきである。

12)breamこの(鯉に相当する)淡水魚をあらわす語は,14世紀に古仏

bre(S)meの借用にさかのぼる(>現仏br芭me)。さらに,この語はゲルマン語

*brehsmo,*brahsmoの借用であり,古高独brahsema(>現独brassen),古サ
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クソソbressemo,中オランダbressem(>現brasem)などとして文証される。

上にかかげた再構形は魚の名称であるとしても,さらに一歩進めて,その名称

の起源を探ってみることは興味があるであろう。ここで引き合わせられるゲル

マン共通語形は*brehwan(古高独brehanとして実証)で,意味は「きらきら

光る」である。というのは,鱗をきらめかせて躍動する鯉の姿は,きわめて印

象的だからであろう。動物名の起源の一つとして,受け入れるに十分値する見

方であると思われる。さらに我々は進んで,「光り輝く」の意味をもつもう一

つのゲルマン語基*berhtazを附記しなくてはならない-たとえは,古英

beorhtはその再現で,brightとして今に引きつがれている。仮に,`abright

bream'のような表現が許されるとすれば,頭韻法以上に,言語的にはもっと

深い意味があると云うべきであろう。

13)butt「突く」釆源はノルマン方言buterで,古仏はboter・(>現方言

bouter「押す,置く」)。しかしこれ自体はゲルマン語起源のものである。中オ

ランダbotten「たたく;芽を出す」などから措定されるゲルマン語要素は

*buttanで,これを名詞的に受け入れたのが共通ロマン語形*bott6neであった。

現仏の形にも今なお保存されているように,それの原義は「芽,つぼみ」であ

る。後には比喩作用を介して,意味変化が生じ,この語は「ボタン」を指すよ

うになった。現英buttonは(古)仏boutonに由来する。ここで考察を拡大

してゆくと,上述のものをふくめて,たがいに形態的および意味的に対応を示

すところの「単語家族」ができあがる。beat(<ゲルマン*bautan),beetle「大

槌」(<ゲルマン*bautilaz)の二つが直接の同系語として加えられよう。そし

て,この項のすべては印欧語基*bhau「打つ」に還元することが可能である。

14)crayfishこの淡水産甲殻類の一種をあらわす語は中英ではCreVis(se)

で,古仏crevice,CreVis,CreVeSCe(>現仏6crevisse)をとり入れたもの。そし
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て,これら自体は古高独kreviz(>現独krebs)に由来する。これと同系語が古

英crabbaで,現英はcrab「カニ」である。ちなみに,この語の由来は「はさ

み,釣」を意味する,たとえば古高独kraphoを同系語のモデルとして考える

と,ごく自然であろう。

次に現英の語形について考えてみよう。仏語の強勢は原則的に,語末音節に

置かれるために,CreVisはcrevfshとなる。この際,語末音素/J/ほもとの!S/

よりも,「卓立または聞こえ」(prominence)が大きいということになる。この

時点で,この語は庶民の言語意識で,あたかも複合語であるかのように受けと

められた。まず後半部の-Vishは一缶shとなった。水棲動物の一種として魚類の

仲間に加えられたわけで,「通俗語源解釈」がこうした耳なれない借用語に対

して,立派に働いた結果である。それと同時に,前半部のCre一に対しては,

音節母音の延長が行われ,書記法ではcray-と改変された。これは英語の語彙

目録(lexicoIi)には登録されてほいないが,いかにも有りそうな形である。言

語記号の体系には,音素の組合わせ方が話し手集団の意識と全く違和感がない

にもかかわらず,空自のままになっている箇所がある。これを「偶然の空白」

(accidentalgap)と呼んでいる。特にこの場合は,適時的にも共時的にもそう

なのである。形態論では「孤立形態素」(uniquemorpheme)と呼ばれるもので

ある。

他方,CraVisという語形は前記同様に,CraVishを経てCra丘shとなるが,有

意味的複合語の体裁を整えるためにCraW丘shが出来た。この形も上掲の形も,

成立は大体近世初期である。

15)dismay13世紀に古仏*de(S)maierに由来する。同系ロマン語にはプロ

ヴァンスdesmaiarがあり,これを借入したのが酉desmayar,伊smagareで

ある。これから帰せられるPマン語形は*dismag畠reで,「力を奪う」が原義

であった。構成はラテン接頭辞disとゲルマン語根*mag-「力をもつ」との組
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合わせである。後者は,たとえば古高独や古英magan(>現英may「できる,

ありうる」)の形で再現されている。上記の原義がその後「ろうばいさせる」

と変ったために,15世紀に登場したのがdisableで,これは純粋にラテン語的

である。ところで,古仏には上とは接頭辞の異なるesmaier(es-<ラテンex-)

があり,「力を外に出させる→撹乱する,興奮させる」の意味であった。現仏

6moi「動揺,興奮」はそれから由来する。しかもそれは中英にesmayのよう

な語をもたらしていたが,現英にまで生存する力はなく廃語となった。おそら

く,dismayとの競合に敗れたのは,意味的には大差はないとしても,接頭辞

disTはesTよりも,大きな表現性(expressiveness)をもっていたからであろう。

16)enamelもとは動詞として,ノルマン方言enameler,enamaillerを受け

入れたもの。接頭辞en-(`in')+amail(+動詞語尾)から成り立つ。中心部の

amailは古仏ではesmail(>現6mail)で,より古い形としてプロヴァンス

esmauzがある。一般にロマン語では,語頭に子音音素/S/が立ち,さらに別

の子音が後続するような語構成が古来敬遠されてきた。したがって,そうした

場合は母音音素/e/を語頭に添加することが習わしとなっている-たとえ

ば,ラテンSpiritus>仏esprit,西espfrituなどのごとく。こうした語頭音e-

を除去した形*smauzに対応する来源として,ゲルマン*smalt-をあげること

ができる。これは現実に古高独smalz,独schmalZ「(溶かして取った)動物の

脂,ラード」として存在することから,「溶けた油性物質」の原義がロマン語

では塗料の一種を指すように転用されたのである。なお,古高独smelzan

(>現schmelzen),そして中オランダsmelten由来の英smelt「溶かす」も同

系語としてかかげる必要があろう。なお序いでながら,上の二種類のゲルマン

語は印欧語基*mel一「やわらかい」に帰することができる(英malt,melt,mild

などとして再現)。
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17)equip現英「装備する,支度させる」の意味は仏6quiperからの影響に

よるもので,原義は「船に人員を乗り組ませる」であった。中英時代にノルマ

ンeSquiperを経て中ラテンeSChipareにさかのぼる。前項で注意したロマン語

の語頭添加音e-と動詞語尾を除去すると,*schipという中心部がえられるが,

古ノルドskip「船」,同skipa「船に人を乗り組ませる,出船の用意をする」を

その来源とすることがわかる。いうまでもなく,これと同系の語は古英scip

(>現ship),古高独skif(>現schiff),ゴートSkipで,再構されうるゲルマ

ン語は*skipamであるけれども,他の語派にはこれに対応するものは見出さ

れない。語源辞典では起源不明の扱いをされているが,ゲルマン語派にはそれ

固有の,この種の語詞はかなり多いのである。

18)feud中英において古仏fede,feideを借用したもの。その来源は古高独

fehida(>現fehde),古英簸hD(u)「敵意,憎しみ」などの形で再現されると

ころのゲルマン*faihip6である。そしてこれ自体が*faih-「敵」+-P6「～である

こと,状態」という成り立ちである。その前者は古英(接頭辞つきの)gefa

(>現foe)として,後者は(現breadth,depthなどのように)一thとして,そ

れぞれ現れている。

ところで,上に掲げた古英の形はその後中期に,なぜわざわざ外来語に取っ

て代られたのであろうかuv-1-という疑問がここで起きる。簸hl,(u)が正常に発

展したならば,中期に生じた形はfeithに類するものであったであろう,とい

う確率は高い。そうした場合,やはり同じ時期に古仏から借入当初のfeid

lfeiO]「信仰,信頼」とはいわゆる「同音衝突」(homophonicclash)を起すこと

になったであろう。この種の音声上の偶発事は,競合する複数の語のうちの何

れかを「廃用」(obsolescence)に追いこむことが屡々なのである。

19)fi1ibuster「海賊;(米)議事妨害者」現在の語形は18世紀に仏



CommentariolumEtymologicum 73

flibustierを受入れたことによる(西filibusteroもまた同じく仏語から)。この

ほかにflibutor,fleebooterなど異形も幾つか存在した。しかし究極的には,こ

の語はオランダvrijbuiterlfr6ib〇ytar]から発する-字義的には`freebooter'

(16世紀)と同じことになる。ともに「自由に略奪する者」のことである。こ

の複合語の中間要素,オランダbuitは中期boeteに,英bootは古英b6tにさ

かのぼり,古高独buoza(>現busSe「補償」),ゴートb6taなどと共に,ゲル

マン*b6t6「つぐない,利益」を再構する手だてとなる。ところで,この複合

要素のbootが「略奪品」の意味に歪曲されてしまっているのは,別語booty

の影響によると説明される。ちなみに,これもロマン語を経て英語に回帰した

ゲルマン語詞である。

最後にboot「利益」とは同系語として,英betterとbestの二語をあげてお

く必要があると思う。前者は古英beteraにさかのぼり,古高級beziro(>現

besser),ゴートbatizaなどの対応形から再構されるゲルマン語基は

*batizonh一この原級の形は*bat-で,古英b6t(>boot)として再現

されるのである(ゲルマン比較級語尾における音素/Z/>/r/への転詔ヒは「r音

化」rhotacismと呼ばれる)。また後者bestは古英betest(副詞はbest)にさか

のぼり,古高独bezzist(>現best),古ノルドbeztr,ゴートbatistsなどによ

って,ゲルマン再構形は*batist-aZとなるMここにおいてもまた原級語幹

*bat-が確認されるのである(再現された同系語では*bat-はすべてbez-,bet-

のように,語幹母音を/a/から/e/に変えている点に注意。いわゆる「ウムラ

ウト」(umlaut)の現象である)。

20)fi1ter古仏filtreの借用で,これはfeltreの異形(>現feutre「フェル

ト」)。プロヴァンスfeutre,西fieltro,伊feltroは「フェルト」「フィルター」

の二つの意味をもつ。すべて中ラテン別trumから発し,借用源のゲルマン語

は*丘ltirizが措定される。ここで一irizの部分は接尾辞-arjazの異形と考えられ,
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動作主名詞(agentnoun)を派生させる(現英一erはその再現)。これを除去し

たものは*feltaz,*feltizである。この形に附せられる意味は「圧縮された羊毛」

のことである。この場合,意味の重心は「羊毛」ではなく,「圧縮,加圧」に

ある。上記のゲルマン語形は,さらに印欧語基*pel-「たたく,打つ」から発

するものとして,拡大解釈されるからである(印欧*p=ゲルマン*f)。この語

基は英語にもう一つの語をもたらした。「金敷き,かなとこ」を意味する現英

anvilである。これはan(古英an`on'「上で」)+vil(<古英丘lte,fealt「たたく

ところ」)と分析されるのである(古英接尾-t=一声で動詞を名詞化)。

21)gain15世紀に古仏gaigner「得る」(>現gagner)を借入したもの。より

古い仏語形のgaaignier,プロヴァンスgazanhar,西guada魚ar「刈り取る」(同

ganar「得る」),ボルトganharlgaJldr],伊guadagnareはすべて「得る」の意

味で,再構ロマン語形は*gwadanj豆reである。これはゲルマン*waidanjanを

借用したもので,ゲルマン音素/W/ほローマ∵/語では/gw/として受け入れられ

た。その名詞形*waid豆は古英W豆D,古ノルドveibr,古高独weidaの形で,

すべて「狩」の意味で文証されている。

「得る」というようなごく一般的な概念は,古英(ge)winnan>現winの存

在によって,十分に表現できたにもかかわらず,敢えて仏語系gainの借入が

行われたのは,両者の音声的,意味的な類似性が高かったためであろう。そし

て古英の直系は口語的に,ロマン語系の借用語は文語的に,ニュアンスの差を

使い分けできるという利点もあった。

22)garden中期にノルマン仏gardinを受け入れたもの。この方言で語頭の

lg]は標準音[5]に対応するので,後者の形はjardin-この音を受け入れた伊

語はgiardino[d3jardi:nO],しかしそのままの書記法を借用した西語はjardin

lⅩarるh]と軟口蓋摩擦音に変える。共通ロマン語形は*gardino(-inoは「指小
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辞」diminutive)で,それを除いた*gardoはゲルマン*gardonをとり入れたも

の。「囲い,中庭」という意味の現英yardは古英geardにさかのぼるが,語

頭のgは口蓋化して半母音U]の音であった。しかしその他の同系言語では口

蓋化は起きず,古高独gart(>現garten),古ノルドgarbr(これを借用したの

が英garth「中庭,構内」)などの音形と意味の共通性が文証される。他の語派

で対応する語としては,ラテンhortus「庭」,ギリシアkh6rtos(同)があげら

れる(ゲルマン【g]と古典語【h],【Ⅹ]とはたがいに対応)。

上掲のものはすべて拡大して,印欧語基*gher-「囲む」に帰することができ

る。したがって,古スラヴ訂a血「城壁で囲まれたところ,町」-これより

ロシアgorod【g5rat]「都市」,あるいはLeningrad[liningrdt]などの地名に見え

る要素もまた,gardenと同源であることがわかるのである。

23)guard16世紀に(古)仏garde(動詞はgarder)の借入。プロヴァンス,

西および古伊guarda(動詞は前二者がguardar,後者がguardare)。これより

ロマン語形*wardaならびに*wardえreが再構され,ゲルマン*ward6nをその

借用源とすることができる。「見張る,注意する」の原義はさらにもとの(拡

張されない)形*war-に存在したもので,現英ware(古),aWare,bewareに

生きている。究極的な印欧語基は*wer-である。現英動詞ward「防ぐ,守る」

は現独warten「待つ;看護する」と対応するが,中期には形態と意味で酷似

したノルマン仏語のWarderによって補強された。この語は上掲の(古)仏

garderの方言的異形である(標準仏[g]=ノルマソ[W])。したがって種々の管

理職-たとえば「管理人,知事,長官,学長」など-をあらわす語

wardenも,もとはノルマソ仏語wardeinに由来するわけで,対する標準的な

古仏はg(u)arden(>現gardien)であった。近英初期に,この後者をモデルに

作られたのが英guardianである(接尾辞-ian<ラテンーiえnus=-i-+豆nus)。

この項目では,少なくとも4種類の関連語が系統のみならず,借用の経路と時
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代をそれぞれ異にしつつ,英語に存在するようになった経緯をスケッチするこ

とができたと思う。

24)guide14世紀に(古)仏guiderを借入。この形はそれまでのguierに取

って代ったが,後者はすでに中英にgyenをもたらしていた。同系語として,

プロヴァンスguizar,西guiar,伊guidareが文証され,共通ロマン語

*wid畠reを設けることができる。釆源の対応するゲルマン語形としては,

*witan(<*wit-[*wit-の母音度延長形])が引き合わせられる。これは,たとえ

ば古英witan「見る;守る;責める」,ゴートfralweitan(複合語)「復讐する」

などとして現われている。この語根は,より包括的な印欧*weid一に帰せられ

るが,「見る」という一般的な意味が与えられる。古英wissian「示す(<見せ

る),案内する」の意味は同系の現独weisenにさえもほぼそのまま保たれて

いるのである。

現英には古風なwise「方法,やり方」という語があるが,これも上記のもの

とは深い関係にある-(原義)「見る」→「外見」→「様,方法」の意味変化は,

少し考えれば理解がゆく。このゲルマン語基は*wis6が措定される。そしてこ

れがロマン語で*wisaとして受け入れられ,その後語頭音をgu一に変えた(古)

仏guiseは13世紀の英語に借用された。それが上のwiseと同義の現guiseで

ある。このような関係のいわゆる「二重語」(doublet)は,すでに見たものを

もふくめると,英語にはかなり多いことがわかる。

「見る」という視覚的行為は「知識」の構成に絶大な寄与をする-という

ことは認識論や心理学の出現のはるか以前にわかっていたことではある。英

wit「知力,理性」(<*wit一),Wise「知えのある」(<*wisaz),あるいはラテン

videre「見る」,ギリシアid由(>英idea)「見方,形相,映像,理念」,そして

ヒンズー教の聖典を意味するVeda「ヴェーダ」(サンスクリットで「知識」)

に至るまで,印欧語基*weid一の様々な派生形なのである。
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25)harbinger「宿舎などの準備をするための先発老」が原義で,「先駆者」

の意味は16世紀に出る。中英の形herbergere,-geOurは古仏からの借用。動

詞herbergier「宿を用意する」は名詞herberge「宿舎」から。これは古高独

heriberga「軍隊の待避所」を借用したものである。すなわちheri(または

hari)「軍勢」(<ゲルマン*harjaz)+berg-「保護する」と分析される(後者に

ついてはbargainの項を参照)。現英harbingerに見える,語中に添加された

-n-ほmessenger,paSSengerあるいはnightingaleなどに見られる剰音である。

ところで,ロマン語に借用されて英語に回帰したのは上掲の語であったのに

対して,ゲルマン語直系のものもある-それが現英harbourであって,今

では「港」が一般化した意味であるけれども,「避難所」の原義は依然として

残存する。この語は古英herebeorgにさかのぼり,上述の古高独heribergaと

は同様な意味の複合語であった。ちなみに,「軍勢」をあらわす古英はhereで,

中期にフランス系のarmyに取って代られたけれども,動詞hergian,herianは

現英にharry「侵略する;苦しめる」を存続させていること,また古英とは同

系の古ノルドherr「軍勢」十nest「供給,準備」との合成語hernestが古仏に借

用されてharneis,これが中英に借用されて現在harness「馬具」となっている

こと-これら二点をつけ加えておきたい。

26)hasteチョーサーの時代に借用されたもとの古仏形は今に至るも変らな

い(現仏h云te)。その語自体もゲルマン*haistizとしてあらわされる形をとり

入れたもの。しかし同系諸言語で文証される語の意味には,若干の違いがみと

められるM古英h岳St「激しさ,斗争」(形容詞「激しい」),古高独heisti「力

強い」,ゴートhaifsts「斗争」,古ノルドheifst「憎しみ,あだ打ち」などのよ

うに。しかし,この語は他の語派では対応する形がないので,起源不明のゲル

マン語詞の一つとなっている。なお現独hast「急ぎ」の栗源も古仏hasteで,

中オランダもしくは中低独を経由して,独語にもたらされた-これもまた語
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の「逆輸入」の一例である。

27)herald「使者,布告者,先駆者(シェイクスピア)」をあらわす,この

語は中英heraud,herauldをもたらした古仏herau(l)t(>現heraut)にさかの

ぼる。伊araldo,西heraldoなど(古仏から)と共に,借用源はゲルマン

*hariwald-と措定される形で,これは*harjaz「軍勢」+*wald-「支配」と分析

される(後者から古英wealdan>現wield「(権力を)振るう」)。ローマの歴史

家タキトゥス(CorneliusTacitus55-117ca.)の『年代記』unnales,II,Ⅹi)には,

現在のオランダにあたる地方,/;ターウィア(Bat豆Via)の族長名として,

Charioualdaが記録されている。これは上記のゲルマン再構形ときわめて近似

した興味ぶかい形である。しかも語頭のCh-は当時の(古代)ゲルマン語の軟

口蓋摩擦音[x]をあらわすものと考えられる。もちろんchario「軍勢」とualda

「支配者」との合成である。これはすでに人名として,古英Hariweald,古ノ

ルドHaraldr(-rは古ノルド語における男性・単数・主格語尾)の形で用いら

れ,現英Haroldはよく知られている。このように,heraldは「軍勢の統率者」

という原義から「使者」へと変ったのであって,「意味の低下」現象の一例と

考えてよい。

28)heron「サギ科の鳥」この論考におけるもう一つの動物名として,こ

の語の中期形はheiroun,heroun,herneなど様々ある。古仏hairon(>現

h6ron)に由来し,プロヴァンスaigron,カタルp二ヤagr6,伊aghirone,

aironeなどのロマン語とともに措定される来源のゲルマン形は*haigaronであ

る。他方では古高独heigaro,古ノルドhegriが文証される。ただし古英では

対応形はhigeraであるが,「カケス,カササギ,キツツキ」と指すものが少々

異なる。従って「サギ」を意味するのはhr畠graであった。これは古高独

reigaro(>現reiher)よりも古めかしい形である。語頭に軟口蓋摩擦音(h=lx])
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を有しているからである。これをもとに,より古い形*hraigronが再構される。

ここで/x/に後続する/r/を落したのが,最初にあげた形である-2箇の/r/

のうち一方が消失したわけで,これは「重音脱落」(haplology)と呼ばれる。

鳥の鳴声を暗示させる音形である。種々の動物の中でも,とりわけ鳥類のよう

に形態よりもむしろ,その鳴き声の方がより大きく我々の注意にのぼるものの

場合,一般的に呼称はそれぞれの擬音語にもとづいている,と云えるであろう。

筆者はかつて,『擬音語と鳥の名称』と題する語源考において,そうした考え

方を例証する機会があった(京大「英文学評論」第44号,昭和55年)。

さて上述のゲルマン語基は拡大して,印欧語基*ker-によって総括すること

ができる。種々な自然の音声をあらわす語根である。現英に行われる,たとえ

ば,rOOk,raVen,Crane,CrOWや,語頭に強調的な歯擦音を立てたShrikeなど

の島名もまた,それに基いて種々の構成法をとっているのである。

29)lodge中英の形はlog(g)eで,(古)仏loge「小星,あずまや,劇場のボ

ックス(現)」を信用したもの。ボルトloja,伊loggia,プロヴァンスlotjaな

どをも派出させた中ラテン形はlaubia,lobiaであった。これは「修道院の回廊」

のことであって,現英lobby「ロビー」はそれから由来する。ちなみに,ここ

でラテン(母音間の)/b/がロマン諸語で/5/,/d3/として転靴するもう一例は,

ラテンplebium>古仏plege(下掲の項目32を参照のこと)。

さて上のラテンlaubia自体はゲルマン*laubjaの借用である。古高独loup-

pea,louba「かくれ家,小屋」,中高独loube「ポーチ,ノミルコニー」,現独

laube「あずまや」などが文証される。再構形に附せられる原義としては
こけら

「樹皮で作った屋根(→小屋)」-つまり「樹皮をはぎとる」という行為自体

に意味の重心がある-を想定する説もあるが,決定的なものではない。

30)marshall3～14世紀に借入の源は古仏mareschal(>現mar6chal)で,
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他のロマン各語にも対応形が存在したqプロヴァンスmanescalcs,伊

maniscalco「蹄鉄職人」,(同)maresciallo「将軍;士官」,西mariscal「司令官」

(あとの二つは仏語から)のように。これらはすべてゲルマン*marhaskalkaz

をその源とする。つまり*marhaz「馬」+*skalkaz「従者」(→「馬丁」)という

合成である。記録されたゲルマン諸形として,古高独marahscalh>現独

marschal1「馬丁」,また古来そうした職をあらわすことのなかった古英では,

複合語は見られないが,個別的にmearh「馬」,SCealc「従者」の語は存在した。

ちなみに古英mearhは現在mare「雌馬」として存続している(<語基

*markos)。またscealCは古高独scalC(>現schalk),ゴートSkalksとともに

文証されるが,印欧の他語派では対応するものはない。

最初は「馬の世話をする従者」の地位から,最後は軍の高官(たとえば「元

帥」)のそれを意味するようになったこの語は,「意味の向上」の典型的な一例

でもある。古代から中世に移行するにつれて,騎兵隊の軍事的重要性が急速に

高まったという見方も大変参考になると思う。他方では,馬の重要性に関係あ

る官職は後期ラテンでCOmeSStabuli「馬屋の伯爵」と云った。この特定の称号

は一般化して,治安関係の官職をあらわすようになった-英constableはも

と古仏などのロマン語で,上記のラテン2語が接着して,一語に単純化された

ものから由来する。

31)mason中期にノルマン仏machun,maSCun,maSOunが借用されたが,

古仏はmasson(現maGOn)である。これはプロヴァンスmas6,ボルトmacえ0

の諸形とともに,*maki6n-のごときロマン語形を措定する。これより借用源

としてゲルマン*mak6n「こしらえる」が引き合わせられる。この場合,古高

独stein】mezzo(>現独steinmetz「石工」)のような複合形の後半部を釆源と

見る向きもある-たとえば古英mattuc(>現英mattock「つるはし」:-uC,

-OCkは指小接尾辞),露motyga「くわ」,リトアニアmatikas(同)などと音形,
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意味の点で対応するものとしてである。しかしこの試みは音韻論的にかなりの

無理がある-/k/と/t/とは対応を示さないからである。

したがって,我々は道具の観念よりはむしろ,造形のそれを「石工」の意味

の重心にすえる方が,ずっと自然だと考える。なお上掲ゲルマン語基は古英

macian(>現make「作る」),古高独mahh6n(>現machen)などから再構され

たものであり,さらにこれは印欧語基*mag一「形づくる」によって総括される

qギリシアmassein「こねる,練りまぜる」,同mえgma「(地質)マグマ:

Gmaは出来上った結果を示す接尾)」もそれに基いて構成されているのである。

32)pledgeチョーサーに見えるのはplegeで,古仏plege(>現pleige)から。

ラテンplebium「責任,保証」(動詞はplebire「保証する」)にさかのぼる(ラ

テン/-b-!>ロマン/-3-!に注意)。さらに,このラテン語はゲルマン諸語に文

証されるような古英pleon「身を危険にさらす,冒険する」(同,名詞pleoh>

現英plight「苦境」),あるいは古高独phliht「冒険」>現独pflicht「義務」をそ

の借用源としている可能性が大きい。これらより措定される形は*plegan「危

険をおかす」である。「誓約,抵当」なるものは,常に何らかの危険を賭する

ことが,その前提となっているからである。

*pleganに帰せられるもう一つの意味は,「働かせる,行使する」に類する

ものである。古英動詞plegan,plegianには「忙しく従事する,動きまわる,

たわむれる」の意味があった。現英playはこの系統をひくものである。

33)random中英はrandounで「激しさ,性急」を意味した。`inaranT

doun'「激しくふるまって」,`atrandoun'「力のなすがままに」のような成句で

見られる語であって,中世の鷹狩りや騎士の馬上試合に関する言いまわし方で

あった。特に後者の句は「猛烈な速さで」→「盲進して」→「でたらめに」とい

う具合に意味が変った。
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さて,こうした句は古仏`え(またはde)randon'の直訳である。この句はさ

らに他のロマン語にも採用されて,西derondon,ボルトderond云0「急激に」

となったが,今では使われない。ところで,この名詞は動詞randir「はげしく

走る,突進する」から発したもので,さらにゲルマン*rant「走行」にその源

をもつとされる。ただし,これは往時のフランク方言形であって,文証されて

ほいないが,「走る」の意味では古英および古高独rinnan(>現それぞれrun

とrennen),古ノルドrinna,ゴートrinnanは周知の動詞である(ついでに上

掲*rantの-t接尾は,英drive→drift,draw→draughtのように動詞を名詞に

するもの)。古仏randirの釆源をゲルマン*rand「縁,へり→(比喩的)楯」と

する説もあるが,意味的な関連性という点で承服できるものではない。

34)saloon18世紀に仏語salonから。今ではこの仏語と共に,種々の意味

で用いられる。もとは伊Saloneに由来するが,ここで一Oneは拡大を意味する

接尾辞である(上掲balconyの項を参照)。西sa16n,ボルトSal云0もそれを借

用した形である。したがって,もとの形はSala「広間,客間」で,その他のロ

マン語にも借入された-西sala,古仏Sale(>現salle)。起源はゲルマン

*salaz,*Salizとしてあらわされる古英sa∋1,古高独Sal(>現saal),古ノ′レド

salrおよび異形の古英sele,古高独Sali,Seliなどである(ただし*Salizは語幹

母音/a/がウムラウトを起す以前の形として再構)。すべて「広間,ホール」

を意味する。

上記のゲルマン形と対応するものとしては,ラテンSOlum「土地,床(ゆか)」

をあげることができよう。これをふくめると,印欧語基*sel-「人間の住居」に

よって,すべて総括されうるということになる。

35)scale「うろこ」14世紀に古仏escaleから(>現6cale「殻,(豆の)

さや」,6caille「うろこ」)。そして来源はゲルて∴/*ska16が指定される。そし
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てその異形*sk廃16によってあらわされるのが,古英scealu「貝殻,(その形状

の)盃,皿」(>現shell),古高独scala「さや,貝殻」(>現schale「うつわ」)

などである。要するに根源的な意味は「削りとられた薄い片」に類するもので

ある。ちなみに,上記の再構異形にもとづいている古ノルドskAlを直接に受

入れたのが現英scale「てんぴん皿」となった。ノルド語の音韻的特徴の一つ

として,/S/に後続する/k/は口蓋化されずにとどまることである(他方古英

では語幹母音/a/に「割れ」(fracture)が生じて/ea/となったために,直前の

/k/は/G!となり,/sc-/から/J/となった)。

ここで上記のものと同源の現英形を列記するならば,SCalp「頭皮」,SCall「フ

ケ」,Skoal「視盃」(北欧語系:古ノルドskえ1),Shale「頁(けつ)岩,泥板岩)」,

Shield「盾(板)」,あるいはラテンSCulpture「彫刻」(scalpereの異形sculpere

「削る,刻む」から)などである。すべてを総括する印欧語基は*skelイ削る,

切る」とその異形である。

36)scorn12世紀に出現する形scornenの来源は古仏escharnir,eSChernir

であるから,語頭音(e-)脱落は例によって行われていることがわかる。プロヴ

ァンスescarnir,西,ボルトescarnecer,伊schernireなどとして再現されて

いるロマン基語は*escarnireで,来源と見なされるのはゲルマン*skarnjan,

*skernjan。これは古高独scern6n「嘲笑する」(名詞scern),古サクソン

skern「嘲笑」として現われている。ロマン語形の起源を*excorn畠re「つの

(corntl)を取る」→「はずかしめる」とする解釈は,伊scornare「あざける」,

仏(古)6corner「つのを折る」にもとづいているので,これも一応は首肯し

うる。上記のゲルマン語が借用された時点で,音形からする意味が話し手にな

じまなかったとするならば,より語義の透明な,しかも音形の酷似した土着の

語にすり代える,という確率はきわめて高かったであろう。これは現実に言語

史においてよく見出される事例であって,我々はそれを「語の補強」と呼んで
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37)screen古仏escran(>現6cran)のノルマン方言形escrenを語頭音脱落

の形で借入したもの。「防護板,ついたて」が第一義である。栗源は古高独

scerm(>現schirm「ついたて,傘」),中オランダscherm「防護板」などとし

て現れているゲルマン*skerm-が考えられる。現伊schermo「防具,スクリー

ン」はこうした形を直接受け入れた結果である。他方,古仏escranは形態的

にかなり歪曲しているmというのは,まずもとの子音結合群(consonant

Cluster)を避けるために語頭に/eT/をたて,次に/-er-/>/-re一日または/-ra-O

のように「音位転換」(metathesis)をおこなっているからである。

上抱のゲルマン語基「防ぐ」に帰せられるもう一つの語として英skirmish

がある。「小ぜり合い」の意味はもちろん「双方防戦すること」から出ている。

語基*skermTが古仏にeskirmirあるいはescrimir(音位転換形)として借入さ

れ,その動詞の現在活用語尾-iss-が一Shとして中英に持ちこまれた-これが

Skirmishの前歴である。SCrimmage「つかみ合い,乱斗」の古形はSCrimish

であるから,Skirmishに音位転換の起きた異形であることは,すぐにわかる

であろう。

38)screw古仏escroue(女性名詞)の語頭音省略の形を借入(現仏は

6crou「ナット」男性名詞)。来源は中高独schrtibe(>現schraube「ねじ」),

中オランダschrdve>現schroef(これより西ゲルマン語基*scrtiva)とされて

いるが,究極的にはラテンSCr6fa「(雌)豚」を,ゲルマン諸語が借入したも

のだという説にならうことにする。「ネジ」を「豚」にたとえるには,さほど

の想像力は要らないと思われる。同じ比喩のはたらきは,西puerca「(雌)豚」

(<ラテンporca)が「ネジ」の意味で用いられていることによっても例証さ

れる。ちなみに英pigは「金属の鋳型」,horseは「鋸引き台」,Craneは「起
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重機」というように,比喩の転義で用いられる動物名はかなりある。ちなみに,

ラテンSCr6ね「豚」の原義は「(汚れで表皮が固まって)ざらざらした」とい

うことで,これに対応する古英はhreOf「ざらざらの」,SCeOrf「皮膚病の一種」

(S-は強意の前接音),そして後者からの現英scurf「ふけ,あか」などがあげ

られる。

39)seize13世紀に古仏seisir(>現saisir)の語幹部を借用したもの。プロヴ

ァンスSaZirはイベリア半島で西,ボルトasir「つかむ」の形をもたらした。

ここでは語頭子音がしばしば落される傾向がある(たとえば,ラテンfacere「為

す」>西hacerlaO6r]のように)。ところで,文証されてはいないが,ガリア地

方のラテソ*sacireにこれらは発するとされ,最終的にはゲルマン*sakjan「要

求する,所有する」に行き着くことになる。これと語幹母音を異にする*S6k-

janに帰せられるのが古英S金Can,SeCanで,現英seek「求める」となっている。

また母音度低減の*S〇g-から派生した名詞*sak∂「求めること」に帰するもの

として,古英sacu「訴訟」があった。現英sake「目的,ため」は原義をほとん

ど失なって,慣用句の中で生きている。このほかにforsake,ranSaCk(ノルド

語系)のごとき複合語にも,原義をとどめつつ同種の派生形は保たれている。

広く総括的な印欧語基は*S畠g-r求める」とされ,ラテンS豆gire「鋭く見抜く」

(<「知ろうと求める」),Sag畠Ⅹ「鋭い心の」(>英sagacious)もそれによって

説明がつく。

40)shop「店」の意味では13世紀に,「仕事場」のそれでは15世紀に,ノル

マソ,古仏eschoppeが語頭音を省いて借入されたもの(現仏6choppe「屋台

の店,露店」)と見られる。ところで,古英には「小屋」という意味のSCeOP-

paという語があった。またその異形としてSCipen(>方言shippen)「牛小屋」

もあった。したがって,現英shopが前者からの順調な発達形と見る点につい
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ては,何の異論もないのであるが,仏語の姿で回帰した下記のようなゲルマン

系の語によって,その用法上の補強ないしは改変を受けた,とするのが最も妥

当な考え方ではなかろうか。

古仏の借用源と目されるのは中低独schoppen,SChuppen(=現独「小屋,物

置」)である。同系語は古高独scopf「ポーチ,入口の間」(>現独方言schopf

「差し掛け小屋,納屋」),および上掲の古英の2つの形である。

41)spaIl「親指と小指とを張った長さ(約9インチ)」をあらわすこの語の

初出は13世紀で,れっきとした古英の語詞spannである。これと同系のもの

として,中オランダspanne,古高独spanna(>現spanne),古ノルドsponn

があり,すべて上記と同じ意味である。

さて,ノルマン人の英国征服(TheNormanConquest,1066年)以降の中期

英語にかかった(ノルマン)仏語の圧力が,いか程のものであったかを少しで

も考えるとき,一般に語のたどった歴史的過程で,そうした外圧の有無を吟味

する必要があるように思われる。このようにして,音形と意味で相似の古仏

espan(>現empan)が注意される。これは上に記したゲルマン語話形のうちの,

いずれかを借用した中ラテソ語形から発することが記録されているから,古英

Spannは時間的,距離的に大きな迂回を経た古仏形によって,補強をうけたと

いうことになるであろう。序いでに,この語は「張る」という原義が与えられ

る語基*spen一に帰せられるので,英spin「紡ぐ」(<古英spinnan)も,構成上

の語幹母音が異なるのみで,同類語と見なされる。

42)spell「(語の)文字をつづる,判読する」という意味で,古仏espeller

(>現epeler)が語頭音を落して定着したのは13～15世紀の間であった。そのよ

り古い形はespeldre[/-d-/は/1/と/r/の間に生じた「わたり音」(glide)]で,来

源はゲルマン*spel16nである。
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さて,この外来語がおそらく容易に,英語の風土に定着したであろうと考え

られる根拠として,古英以来spellという語があった。意味は「物語,話,報

せ」がその原義であって,「まじない」はチョーサーにおける第二義である。

また同系のゲルマン語詞では古高独spelからゴートSpillに至るまで種々揃っ

ている(語基*spellam)。

他方,これに対する動詞「語る,話す,報じる」も古英spellian,古高独

Spe116n,ゴートSpil16nのように文証され,語基は上記の*spel16nである。

こうして,文字が広く社会に普及するにつれて,文字を綴る行為はますます

重要になり,そこへ都合よくはぼ同形の外来語が出現して,そうした意味の附

加を実現した,ということになる。この種の現象は「意味の借用」(semantic

borrowing)と呼ばれ,言語史ではしばしば観察されるものである。

43)spy13世紀に古仏名詞espieが語頭音を落して借用されたもの。それと

同系のものにプロヴ7ンス,カタルp二アespia,伊spiaがある。他方,動詞

形はespierで14世紀にespyをもたらした。これはその後,語頭音を省いて,

名詞と同形のSpyとなった。これが「スパイを働く,見張る」を意味するのに

対し,eSpyの方は「認める,見つける」の意で,文語的に用いられる。こう

した二重語(doublet)が同居しうる条件は,ニュアンスに違いがあるというこ

とである。

さて,古仏がその釆源としたのは,中低独speen,中オランダspien,古高

独speh6n(>現独sp云hen「見張る,見つける」),古ノルドspejaなどとして再

現されるゲルマン*speh-である。この語基は印欧*spek-の形に総括されるも

のであって,「見る」を意味する。ラテンSpeCere「見る」をはじめとして,

SpeCimen,SpeCtaCle,SpeCulate,inspect,reSpeCt,SuSpeCtなどの見なれた現英

用語のラテン語栗源において,あるいは*spekT>*skep-の音位転換形から造

成されたギリシアskeptik6S由来のSCeptic,またその母音度の異なる構成法
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のギリシアskop6S由来のSCOpeなどにおいて,種々の現われ方を見るのであ

る。

44)stuff中期英語後代に古仏esto鮪(>現6toffと)が語頭音省略の形で借入

されたもの。カタルーニア,西,ボルトestofar「詰めものをする」とは同系

の動詞estoffbrの語幹名詞である。そしてこれはゲルマン*stopf6nのロマン

語化であることがわかる-独stopfen「詰める」,古英foristoppian「閉ざす」,

現stop「止める,止まる<詰める,ふさぐ」などの形と意味で文証される。

しかし栗源はここで「止まった」ことにはならない。これらはさらにさかのぼ

って,後期ラテンStupp畠re「詰めものをする」くstuppa「麻くず;コルク(後

期)」にゆき着くのである(このラテン語自体もギリシアStdpe「麻くず」の借

用)。原義の「麻くず」は時間と空間の媒介によって,現英stu圧のもつ多種な

意味を獲得するようになった。「意味の拡大」の事例としても注目に値するで

あろう。

45)towel中英の諸形はtowaile,tOWelle,tOuelであり,古仏toail(l)eを来源

とする(現・古風touaille)。西toal1a「タオル」,伊tovaglia「食卓布」はプロ

ヴァンスtoalhaから来たもの。このようなロマン語形の源とされるのは古ノ

ルドpvegi11,古高独dwahila(>現zwehle),中および現オランダdweil-

すべて「タオル,食卓布」-などで,祖形は*thwahlj6と設定される。他方,

意味上の差異はあるが,上記のものと形態的な対応を示すのが古英pweal「洗

うこと,沐浴」,古高独dwahal「沐浴」,ゴートpwahl(同),古ノルドpv丘11「石

けん」という語である。ここに引用したすべての語に見られる語尾部(一日は

古英一el,古高独-i1,-1a,古ノルドーal,-ill,-ullなどとして現われる動詞幹に加

えられる名詞接尾である(<印欧*-(i)10-,*-(e)laなど)。

したがって,これらの語の基底をなす概念として,「洗う」を意味するゲル
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°

うー-例えば,OpuSbe11um「美しい作品」,さらにequibelliに至っては「戦
°°°°°

いの馬(単数属格)」と「美しき馬(複数主格)」との判別は状況によるしかな

い。それゆえ,「戦い」をあらわす語は外来語になった。しかも,その要求を

満たすには,ゲルマン諸語に不足はなかった。例えば,古英だけでも「戦い」

を意味するのにgtlp,heapo,hild,Wigなど種々の語が存在したのである。

49)warble「鳥のさえずり」をあらわすこの語は14世紀に,古ノルマン仏

werbleがそのままの形で入ったもの。今まで見てきたように,それに対する

古仏標準形は当然のことながら*guerbleである筈だが,文証されていない。

この来源になりうるのは古高独wirbil「旋風」(>中高独および現独wirbel「渦,

つむじ風,鳥の連続的なさえずり」),(中)オランダwervelFwind「つむじ風」,

古ノルドhvir丘11「円,頭の先」,古英hwyrfel(同前)などとして再現されるゲ

ルマン*hwerbilazである。現英whirl「回転(する)」は13世紀に,上記の古

ノルド形を借用して,古英の形と融合させたものである。このようにして,物

理的あるいは少なくとも視覚的な回転動作が,聴覚的な震音をあらわすように

なった経緯は興味ぶかい。こうした意味の比喩的な推移を説明しうる一つの普

遍的因子(semanticuniversal)として,我々は「共感覚」(synZeSthesia)と呼ば

れる心理現象をひきあわせることができる。

50)warrant「保護,保証」の義では13世紀に,「証明書」として15世紀に,

そして「正当な理由」の意味では16世紀に借入されたこの語の源はノルマン仏

warantで,対する標準古仏はguarant(>現garant「保証(人)」)。そこから

プロヴ7ソスgarens,西garante,伊guarento(古)「保証人」などが生じた。

あるいは中ラテンWarenS,Warandusから生じたとも考えられる。何れにせよ,

これは本来のロマン語ではなくて,古高独werenti「保護または保証」(動詞

gitweren>現独gewahren),またはその(古フランク方言的)異形が借用源
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であることは疑ない。なお,この古高独形は動詞wer(r)en「守る」の現在分詞

である。すると次にはこの動詞語幹の源を求めなくてはならない。広く印欧語

基として措定されるのは*wer-「守る,おおう」である。この語幹母音-e・が
オw

-0-に交替した(0母音階梯と呼ばれる)*wor-は,さらにゲルマン祖語の段

階で母音を-a一に変えて*war-となり,動詞接尾一n6nがついた*warnonは古

英にWarnianを生じた。その現英形warn「警告する」の原義は遠く「守る」

にさかのぼる。

次に動詞warrantも上述の名詞とほぼ平行して,16世紀までに定着した。源

は古仏warantir(北部方言的)で,他方ではその過去分詞転用の女性名詞

warantieからwarranty「(品質などの)保証(書)」が英語にもたらされた。

ところで,この項のはじめにも記したように,このwarantieに対する標準的

な形はgarantieとなる(現仏も同形)。英guaranty[g盛ranti]「《法)保証(人)」

はそこから来たものである。そして,同じく最初にかかげた西garante

lgar丘nte]が近代に仏語に入ってgaranteとなり,18世紀に英語に登場したの

はguarantee[ga∋rantf:]「保証(する)」であって,主として商業上の意味を

ふくんでいる。

この項の終りに,上掲の語以外に古期仏語の同じ動詞から由来して,現英で

用いられているものを簡略にかかげてみると,garage「車庫,ガレージ」

(<garer(古)「保護する」),garret「見張塔(古)→屋根裏部屋」(く古仏garir

「守る」),garrison「守備隊」(同前)などである。ここに記した関連語嚢はす

べてゲルマン語起源なのである。
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マン*thwahanを措定することができる。すなわち,古英pwean,古サクソン

thwahan,古高独dwahan,古ノルドpv丘,ゴートpwahan"すべて「洗う」

-として再現されている語である。

46)wafer中英wafreは古ノルマン仏waufreを受け入れたもの。標準的な

(古)仏はgaufreである。`guard'(23項)においてすでに述べたように,ノ

ルマソ方言/W/は標準音/g/に対応するので,それはこの場合はにも適用され

る。ところで,現英にはgoffbr,gauffbr「装飾用のひだ,縮み;(布などに)

ひだをつける」という語があるが,これは上掲仏語gaufreの動詞gaufrer(お

よびその名詞転用)が借入されたものである。ここで問題になるのは,「ウェー

ファー」なる名称の菓子においても特徴的な形状のことである-「焼き網模

様のついている,格子形の刻み目のついている」ことである。ノルマン仏語が

借用したのは中低独W畠fel(現オランダwafel)であって,そのような焼き方を

した菓子を意味する。ちなみに,この語は19世紀に米語にもたらされて,

W加阻e「ワッフル」となっている。

さて,現仏gaufreには「蜂の巣(の形)」という意味が今なお保存されてい

るところから,借用源のゲルマン語詞の原義がそれであったのではないかと推

論される。「蜂の巣」をあらわす語として,古高独wabo(>現独wabe)がある

(現オランダ語ではこれと同系語は廃用に帰した)。この語は「織って作る」

を意味する動詞と関係があるq古英wefan(>現weave),(中)低独,オラ

ンダweven,古高独weban(>現weben)などとして文証されているもので,

印欧語基*webh-,*wobh,に帰せられる。WaSp,Webなどもそれに基いている

ことを附け加えておこう。

47)wage中期英語(以降)に古ノルマソ仏wageを借入したもの。前項の

場合と同様,対応する標準の古仏はguage(>現gage「抵当,保証」)となる。
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これはそのまま再度,中英期に借用され仏語と同じ意味のgageとして現在

に至っている。その起源とされるのほ,すべて「抵当」を意味する古英wedd

(>現wed「結婚させる,する」:動詞weddianから),古高独wetti(>現

Wette「賭」),ゴートwadiなどである(<ゲルマ∵/*wadjam「保証」)。中ラテ

ンVadiumもまた,これらのうちの何れかを借用した形である。

Wageの動詞用法として「(戦いを)行なう」があるが,これはgageの特殊

な意味「挑戦のしるLに地面に投げつける手袋,帽子など→挑戦」が参入した

結果であろう。この二語のような,いわゆる二重語は意味の面でも,ともすれ

ば相通を招くことはよく知られている。なお接頭辞つきのemgageも古仏

engagerから由来して,「保証つきで引きうける」が,もちろんその原義であ

った。

48)warwerreという形が13～15世紀にかけて最も標準的に中英でみとめら

れる形。他に種々の異形warr(e),Wyrre,WeOrreなどがある。古ノルマン仏

werreが借用源で,これは例によって(古)仏guerreに対応する。その他の

ロマン語ではすべてguerraとして通用していて,ゲルマン語に起源を有する

(西guerrilla「ゲリラ」:「小戦争」の意味)すなわち古高独werra「混乱,不

和,戦い」(>現独wirre),あるいは動詞werran「混乱させる」(>現独wir-

ren)などがそれに当る。ゲルr7ン語基は*wers-「もつれさせる」で,古英には

wyrsa,Wiersa「より悪い」(く*wersizon:この接尾幹-iz-は後に「r音化」

(rhotacism)によって一er-と変化),そしてwyrresta,wierresta「もっとも悪い」

(<*wersistaz:一istaz最上級接尾)の二語を造出し,WOrSeとworstとがそれ

らをひきつぐ形である。

ロマン語がわざわざ,「戦い」を意味するゲルマン語系の語を借入するに至

った理由として考えられることは,その祖語のラテン語でbellum「戦い」(中

性名詞)が形容詞bellus「美しい」と同音になりうる場合があったことであろ
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